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A CASE OF SPONTANEOUS RUPTURE OF RENAL CELL CARCINOMA
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   Spontaneous rupture of the kidney is uncommon. We report a case of spontaneous rupture of the 
kidney due to a renal cell carcinoma. A 53-year-old man presented with right renal tumor. 
Computed tomography demonstrated a 70 mm right renal tumor which involved the entire upper pole 
of the kidney and extended into the renal vein. A few days later, the patient had sudden severe right 
flank pain. Computed tomography of the abdomen revealed a large perirenal hematoma of the right 
kidney. Angiography demonstrated no vascular abnormality. Nephrectomy was performed. The 
histological examination showed rupture of a renal cell carcinoma in the right kidney. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 867-870,1997) 
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緒 言
非外傷性腎破裂 は稀 な疾患で ある.原 因疾患 として
良性 あるい は悪性腫瘍,結 石,血 管異常が報告 されて
いる.今 回われわれ は腎腫瘍検査 中の患者 の腎 自然破




家族歴 既往歴:特 記事項 な し
現病歴:健 康診断 にて右腎腫瘍指摘 され平成8年10
月8日 当科初診.超 音 波,CT検 査施行 した ところ右
腎上部外側 に突出 した腫瘤 を認 めたため,右 腎腫瘍 の
診断で入院待機 中であ った.10月30日突然右側腹部痛
出現 したため近医受診,鎮 痛剤 の投与受 ける も疹痛増
強 したため11月5日 当科入院 した.
初診時検査成績:血 液一般,生 化学,検 尿 に異常 を
認めず.
入院時現症 お よび検査成績:身 長170cm,体重66
kg,血圧82/40mmHg,右側腹 部 か ら下 腹部 にか け
て 圧 痛 を認 め る.WBC7,300,Hb8.9g/dl,Hct
29.3%,Pltl8.1×104,Creal.7mg/dl,Nal29
mEq/1,K5.8mEq/1,CT検査 では破裂 前で は右 腎
上部外側 に70×67mmの 腫 瘍 を認 めた.腫 瘍 は腎被
膜 を超 え,腎 静脈へ の浸潤 も認 めた(Fig.1).入院時
CT検 査で は右側 の被膜外血 腫 を認め,対 側 の後腹膜








入 院時血管造影 検査:右 腎動脈造影で は明 らか な破
裂血 管な らびに腫瘍血管 は認め なか った(Fig.3).ま
たスポ ンゼル による塞栓術 を行 った.
塞栓術 後ただち に経腹的右腎摘除術 を施行 した.
手術所 見:腹 腔内 に少量の血性浸 出液 を認 めた.上
行結 腸外 側 よ り後腹膜腔 に入 る と多量の凝血塊 を認 め
た.Gerota筋膜 は はっ きりせ ず血塊 となってい た.
血腫 の除去 を行い なが ら剥離 を進 める と,腎 被膜 が露
見 し腎外 側部で被膜が断裂 し灰 白色 の腫瘍 の破裂 を確
認 した.な るべ く周 囲脂 肪 と一塊 に腎 の摘 出 を行 っ
た.右 傍 大 静脈 リンパ節 に は明 らか な腫 脹 は認 めな
か った.総 血腫量 は1,600gであった.術 前 濃厚 赤血
球3U術 中保存血3Uの 輸血 を行 った.




















た.残 存腫瘍 は灰 白色 を呈 し内部 に凝血塊 を認 めた.
病理組織学 的所 見:病 理組織学 的には腎被膜 は断裂
し腫瘍 の被膜へ の浸潤 を認 めた,ま た腎静脈 の一部 が
断裂 し,腎 静脈 内に腫瘍浸潤 を認 めた.腫 瘍細胞 の核
は大小不 同で異 型度が強 く細 長 く紡錐形 で索状走行 を
示 した(Fig.4),また リンパ節へ の転移 は認 めなか っ

























破裂が生 じた と推測 した.あ るいは,spindlecell
typeであることより腫瘍の急激な増殖が考 えられ,
静脈塞栓部腫瘍の増大で圧が上昇 し腎静脈壁が破裂 し





いてll5例の報告がなされている.し か し22症例 は原
因不明であ り,病因の明らかな93例でみると,腎血管
筋脂肪腫が41例(44%),腎細胞癌20例(22%)腎孟
腎 炎8例(9%)そ の他,後 天性 嚢 胞 性 腎疾 患
(ACDK),腎梗塞,腎 孟腫瘍 といった疾患が報告 さ
れている.欧 米文献上4'6)は悪性腫瘍が30～35%,良
性腫瘍(お もに腎血管筋脂肪腫)25-・30%,腎血管異
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Tablel.TwentycasesofspontaneousruptureofrenalcellcarcinomaintheJapaneseliterature
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合 は,積 極 的 な 外 科 的処 置 を主 張 して い る.





ないのであれば腎摘除術 を行 う.腎 を温存するにあ
たって,何 度かCT検 査 をで きれば5mmス ライス
で行い癌の鑑別を行 うことが重要であると言ってい
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